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□会議・プログラム等予定

　
（2023年10月25日以降・前回未掲載分）

（次頁へ続く）

☆管区事務所の冬期休業

12月29日（金）～1月5日（金）までの

間、冬期休業いたします。よろしくお願い

いたします。緊急の連絡は総主事まで。

　「CCA 第 5 回総会に参加して」
　　　　　ー神の被造物の回復を願ってー

管区事務所総主事　司祭　エッサイ　矢萩新一

9月

	 28日	（木）	青年委員会〔Web〕

10月
	 25日	（水）	人権問題担当者会議〔Web〕

	 25日	（水）	日韓協働委員会〔Web〕

	 30日	（月）	資産運用規程検討タスク

フォース会議〔管区事務所〕

	 30日	（月）	宣教協議会実行委員会

〔Web〕

	 31日	（火）	正義と平和委員会〔Web〕

11月
	 6日	（月）	ナザレ委員会〔ナザレの家〕

	 6日	（月）	いのちをみつめる祈りの集

い〔Web〕

	 7日	（火）	教役者遺児教育基金・建

築金融資金運営委員会〔管

区事務所〕

	 14日	（日）	青年委員会〔Web〕

	 10日	（金）	～13日（月）2023 年宣教

協議会〔清里・清泉寮〕

	 27日	（月）	正義と平和・原発問題プロ

ジェクト会議〔Web〕

	 27日	（月）	主事会議〔管区事務所〕

	 28日	（火）	正義と平和委員会・パレス

チナの学び	〔聖公会神学

院〕

12月
	 1日	（金）	～ 2日（土）各教区財政担

当者連絡協議会〔ナザレの

家〕

	 5日	（火）	正義と平和・ジェンダープ

ロジェクト会議〔管区事務

所〕

	 6日	（水）	常議員会〔管区事務所〕

	 7日	（木）	セーフ・チャーチ WG 会議

	 		 〔東京教区事務所〕

	 7日	（木）	女性に対する暴力の根絶を

求めて祈る礼拝〔東京教区・

聖アンデレ主教座聖堂〕

	 8日	（金）	ウィリアムズ主教記念基金

運営委員会〔立教〕

「死も命も、天使も支配者も、現在のものも将来のものも、力あ

るものも、高いものも深いものも、他のどんな被造物も、私たちの

主キリスト・イエスにある神の愛から私たちを引き離すことはでき

ないのです。」（ローマ8：38b-39）

アジアキリスト教協議会（CCA/Christian	 Conference	 of	

Asia）総会が、9月28日～10月3日の日程で、インド南部のケララ

州・コッタヤムにて開催され、通訳を担ってくださったウイルソン	

ウォーレン司祭と一緒に参加しました。東方教会系のマル・トマ教

会のホールと礼拝堂を会場に、アジア各国の加盟教派の代表者

や各国のキリスト教協議会（NCC）の代表者、太平洋地域や欧米

のエキュメニカルパートナーら約500名が集いました。各国のNCC

のメンバーの中にはアングリカン・コミュニオンのメンバーも多数

関わっておられ、香港や台湾、フィリピンやミャンマーの教役者と

も出会いました。

2015年以来7年ぶり（本来は5年毎）に開催された今回のテー

マは、「神よ、あなたの聖霊によって私たちを新たにし、被造物を

回復してください」で、世界教会協議会（WCC）総幹事による主題

講演にはじまり、生態系の回復や気候変動、ジェンダー正義、寄

留者の歓待など15のテーマでの分科会などもあり、神さまの被造

物である人間や自然のあらゆる「いのち」の尊厳を大切にしていく

ために、私たちができる事について学びつつ、総会が進められま

した。

総会ですので、基本的に報告を聞いて承認し、様 な々趣向の

込められた朝夕の礼拝をささげ、ひたすらおいしいカレーを頂く毎

日でしたが、日曜日には2時間ほぼ立ちっぱなしのオーソドックス

の教会の礼拝に参列させていただき、くりくりとした目で様 な々質

問をしてくれる教会学校の子どもたちとも交わらせていただきまし

た。総会のハンドブックには、10ページにおよぶセクシュアル・ハ

ラスメント・ポリシーが掲載されていて、今の時代に必要な取り組

みであることを再確認しました。

日本からは、在日大韓基督教会とNCCの代表者も参加され、

在日大韓基督教会の鄭誌温伝道師が17名のCCA常議員の一人と

して選ばれました。受け入れてくださったインドNCCのみなさまや
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CCAのスタッフのみなさまに感謝いたします。

さて、日本聖公会では、11月10日～13日に宣教協議会が予

定され、「いのち尊厳かぎりないもの～となりびととなるために」

というテーマのもとで、140名が清里の清泉寮に10年の実りを持

ち寄って集い、社会の様 な々課題に向き合いながら、宣教体制

の立て直しに向けて歩み出そうとしています。グループに分かれ

るプログラム以外はオンラインでも配信される予定ですので、ぜ

ひ関心をお寄せいただき、各教区や各教会での地域に根差した

宣教の取り組みに向けて、意識を新たにしていきたいと思います。

先日、ガザ地区でエルサレムおよび中東聖公会のエルサレム

教区が運営する「アル・アハリ・聖公会病院」が爆撃を受け500

名以上の犠牲者があったという悲しいニュースがありました。犠

牲となった方 、々不安の内にある方 を々覚えて祈ります。武力に

よる攻撃は憎しみと悲しみの連鎖を生み出すだけです。差別さ

れ、抑圧されているすべての人 、々思わぬ災害によって被災され

た多くの人 の々上に、神さまのお守りと祝福がありますように。そ

して、私たちが祈りと行動によって平和を求め、神さまの被造物

である人間や自然を愛していくことができますように。

□主事会議
第	67	（定期）総会期第５回　2023年10月13日（金）

＜主な決議事項＞

1．	管区事務所裏の楠の木の伐採について、

メール稟議を追認した。

2．東アジア礼拝ネットワーク（ALNEA）への補

助について、研修支援資金から15万円を支

出するとのメール稟議を追認した。

3．海外出張承認について、9/4-9/20ブラジル

聖公会日本人宣教100周年シンポジウムへ

の小林聡司祭の出張、9/18-9/20 韓国・済

州での済州友情教会聖堂聖別式および日

韓協働合同会議への卓志雄司祭・上原成

和司祭・黒澤圭子さんの出張、9/20-9/21　

韓国・済州での日韓聖公会宣教協働 40周

年会場下見への卓志雄司祭の出張、10/19-

10/24 香港でのCCEA主教会議への髙橋宏

幸主教・サイモン	クレイさん（通訳）の出張

を承認した。

4．2023年度教役者給与支援金について、常議

員会の承認を確認した。

5．2023年度教区分担金について、常議員会の

承認を確認した。

6．	「日本聖公会年金規約」一部改正の件につ

いて、年金委員会の草案内容を確認・文言

を一部修正し、修正案を作成することとし

た。

7．「ナザレの家」の聖歌に関する資料保管につ

いて、現在管区で保管している分をリスト化

し、聖公会神学院管理のものと合わせ目録

を作成することとした。

8．社会事業の日（10/29）の信施奉献先につい

て、日本聖公会福祉連盟提案の「（福）聖

ヒルダ会　軽費老人ホーム	ベタニヤ・ホー

ム大規模改修計画のため」にささげることを

承認した。

次回：11月27日

□常議員会
第	67	（定期）総会期第8回　2023年10月17日（火）

＜主な決議事項＞

1．海外出張承認に関して、10/19-10/24 香港で

のCCEA主教会議への武藤謙一首座主教の

出張を承認した。

2．管区諸委員に関して、ハラスメント防止・対

策担当者を大町信也司祭に委嘱することを

承認した。

3．「世界平和統一家庭連合（旧統一協会）に対

（前頁より）

	 11日	（月）	いのちをみつめる祈りの集

い〔Web〕

	 16日	（土）	原発のない世界を求める

Zoom カフェ〔Web〕

	 18日	（水）	日韓協働委員会〔Web〕

	  

＜関係諸団体会議・他＞
	10月24	日（火）～ 27日（金）東アジ

ア礼拝ネットワーク会議

（ALNEA）〔ナザレの家〕

	 26	日（木）NCC 役員会・常議員会

〔聖アンデレ教会ホール（東

京）〕

	 30	日（月）キリスト者平和ネット運

営委員会〔+Web〕

	 31	日（火）狭山キリスト者前段集会

〔聖アンデレ教会ホール（東

京）〕

	 11月9	日（木）～13日（月）アジア太

平洋地域神学校ネットワー

ク会議〔聖公会神学院〕

	 12月8	日（金）日本キリスト教連合会常

任委員会〔Web〕
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する解散請求に関する声明」に関して、カル

ト問題対策連絡協議会の要請を受け、いく

つかの文言修正や意見を付したうえで、加

盟教派として賛同することを承認した。

次回会議：12月6日（水）、2024 年 2月20日

（火）、4月19日（金）

□各教区
北海道

・	第83　（定期）教区会　2023年11月22日（水）

15時～11月23日（木・休）15時　主教座聖

堂（札幌キリスト教会）

北関東

・	第91回（定期）教区会　2023年11月25日

（土）10時半～17時　志木聖母教会

東京

・	第143　（定期）教区会　2023年11月23日（木・

休）　正午～17時半　聖アンデレ主教座聖

堂 /聖アンデレホール

横浜

・	第85　（定期）教区会　2023年11月23日（木・

祝）　9時～16時　横浜聖アンデレ主教座

聖堂および会館

大阪

・	第131　（定期）教区会　2023年11月23日（木・

休）9時～17時　主教座聖堂（川口基督教

会）

□神学校
聖公会神学院

・	諸聖徒日感謝礼拝　2023年11月1日（水）

13時半～　聖公会神学院諸聖徒礼拝堂　

司式：校長	司祭	中村邦介　説教：主教　

磯	晴久（大阪教区）

  

✝逝去者	霊魂のパラダイスにおける光明と平安

	 	 	を祈ります。

	 司祭	ヨハネ小野俊作（東北教区・退）　2023

年 9月28日（木）　逝去（89歳）

	 司祭	パウロ石井義雄（京都教区・退）　2023

年10月10日（火）　逝去（92歳）

	 司祭	 ダビデ藤井八郎（北海道教区・退）　

2023年10月27日（金）　逝去（82歳）

≪人事≫
大阪

司祭	ダニエル山野上素充（退）	

	 2023年 9月30日付	 尼崎聖ステパノ教会での第5主日嘱託の任を解く。

	 2023年10月1日付	 司祭柳時京のもと、大阪聖ヨハネ教会第1、第

3、第 4、第5主日嘱託を委嘱する。（任期：2024

年 3月31日まで）

司祭	ヨハネ木村幸夫（退）	 2023年10月1日付	 主教アンデレ磯晴久のもと、尼崎聖ステパノ教

会第1、第2、第3、第 4、第5主日嘱託を委嘱

する。（任期：2024年 3月31日まで）

九州

司祭	マグダラのマリヤ島	優子	

	 2023年 9月30日付	 八幡聖オーガスチン教会の主日礼拝協力を命じる。

■お詫びと訂正

『管区事務所だより第389号』　10ページ　“「広島平和礼拝」に参加して”の執筆者である平安女

学院の板花奏音さんの学年が違っていました。深くお詫びして訂正いたします。

	（正）高等学校3年　（誤）中学校3年
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＜いのち 尊厳限りないもの

　　　　―となりびととなるために＞ in 清里

                 

	 	 	 　　　		実行委員長　主教　アンデレ　磯晴久 （大阪教区）

　 2023 年日本聖公会宣教協議会を前にして 

主の平和

いつも宣教協議会のことを憶え、お祈りくださ

いますことを心から感謝申し上げます。いよいよ

宣教協議会が近づいて参りました。宣教協議会

は、2023年11月10日㈮～13日㈪に清里で開催さ

れますが、私たち実行委員は、この期間だけが

宣教協議会だとは考えておりません。準備が開

始された時から宣教協議会は始まっており、そし

て宣教協議会後も、宣教協議会は続いていくと

いうことを肝に銘じて歩んでいます。皆さまもそ

のことを共有してくださると大変うれしく思いま

す。宣教協議会の実りが日本聖公会の宣教・伝

道活動に寄与し、神さまの御心にかなう活動が

展開されますようにお祈り致します。

＜清里＞

清里と聞いて、私の心にまず浮かびます聖歌

は、444番です。

「山辺に向かいて	われ目を上ぐ

助けは	いずかたより来たるか

天地の	み神より

助けぞ	われに来たる」

また、清里と聞いて、私の心に浮かびます聖

書箇所は、詩編121篇1～2節です。「目を上げ

て、わたしは山 を々仰ぐ。わたしの助けはどこか

ら来るのか。わたしの助けは来る　天地を造ら

れた主のもとから。」

清里は、宣教協議会を開催するにふさわしい

場所です。

お集まりくださる皆様と一緒に、清里の山 を々

見つめつつ、素晴らしい自然を創造された神さ

まに思いを向け、神さまの御心を祈り求めたいと

願っております。

さて、私は今２つのことを念頭において、宣教

協議会のことを思い巡らしています。それは「清

里の風」「清里の星」です。

1.清里の風

私は清里で、どのような「風」が吹くか、とて

も楽しみにしています。聖霊の働きは、神さまか

らの「息吹き」であり、また「風」にたとえられま

す。主イエスは、ニコデモに言われました。「『あ

なたがたは新たに生まれなければならない』と

あなたに言ったことに、驚いてはならない。風

は思いのままに吹く。あなたはその音を聞いて

も、それがどこから来て、どこへ行くかを知らな

い。・・・」（ヨハネによる福音書3：7）風はす

べての人 に々区別なく、平等に吹きます。神さま

からの「風」はすべての人 に々区別なく、平等に

吹きます。清里での私たちの話合いや交流、行

動の中に、神さまからの私たちの思いを超えた

「風」が吹き、私たちの背中を押してくれるでしょ

う。

清里で、どのような神さまからの「風」が吹く

でしょうか。参加者の皆さまと共に楽しみにした

いと思います。そして、その「風」を多くの皆様

と分かち合いたいと願っております。
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　　　　　　　★16ページ「ぶどうの枝だより」Vol.9、18ページ「宣教協議会配信案内」もご参照ください。

2.清里の星

先日、星の写真家の方のインタビュー記事を

読みました。「撮影するのにいい場所はどこです

か。」という問いに、「今は、八ヶ岳、清里です。」

と答えておられました。

清里で私たちは、どのような「星」に出会うで

しょうか。「そのとき、占星術の学者たちが東の

方からエルサレムに来て、言った。『ユダヤ人の

王としてお生まれになった方は、どこにおられま

すか。わたしたちは東方でその方の星を見たの

で、拝みに来たのです。』」（マタイによる福音書2：

1）主イエスがお生まれになった時、東方の博士

たちは星に導かれてやってきました。私は、清里

で私たちが、世界を覆う暗闇に輝く星に出会い、

導かれることを期待しています。

宣教協議会の大きなテーマは「いのち 尊厳

限りないもの―となりびととなるために」です。

「いのち」、それは最も大切なものですが、今地

球上でこれほどないがしろにされているものはあ

りません。人間の欲望が、ささやかな命を傷つ

け、時に奪ってしまいます。戦争、弾圧、差別、

自然破壊の道（ヘロデの道）ではなく、東方の博

士たちが「別の道を通って自分たちの国へ帰って

行った。」（マタイによる福音書2：12）ように、神さ

まの「風」に乗り、また主イエスを指し示す「星」

に導かれて、私たちは、「隣人と共に歩むいのち

の道」を歩み出したいと願っております。

宣教協議会のため、さらなるお祈りをよろしく

お願い致します。

「祈り」　（宣教協議会のためのこどものいのり）

 すべてのものの  つくりぬしなるかみさま

 あなたのめには、 わたしたちはみな、 おなじように とうといものです

 どうかわたしたちが、 あなたの であわせてくださったひと すべてを

 イエスさまがなさったように、 たいせつにすることができますように

 また、あなたが おつくりになった ものすべてを

 かけがえのないものとして、だいじにしてゆくことができますように

 そして、わたしたちをほんとうの「へいわ」がやってくるために、

 はたらくものとしてください

 イエスさまのみなによって　おいのりいたします　アーメン
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2023 年 9 月済州島－「済州友情教会聖別式、日韓協働合同会議、

日韓聖公会宣教協働 40 周年記念大会現地下見」の報告

                                  	管区事務所宣教主事 司祭 ステパノ 卓 志雄

9月18日～21日日韓協働委員会のメンバー、

首座主教、管区総主事・宣教主事は韓国の済州

島を訪問した。その目的は「済州友情教会聖別

式」「日韓協働合同会議」「日韓聖公会宣教協働

40周年記念大会下見」のためであった。

9月19日（火）「大韓聖公会釜山教区済州友情

教会」の新礼拝堂の聖別式が行なわれた。2002

年大韓聖公会が韓国宣教112周年を迎え、済州

宣教のための教会開拓を目的として朴
パク

東
ドンシン

信司祭

（現、釜山教区主教）を派遣し、韓国の南の島

「済州島」初めての教会である「済州教会」の歴

史は始まった。その後2010年、日韓聖公会主教

会において「済州教会」を日韓友情教会とするビ

ジョンが初めて提示された。そして大韓聖公会

主教会で「済州教会」の礼拝堂建設を本格的に

推進することを決議。2022年2月に土地と建物を

買い入れ、教会名称も「済州教会」から「済州友

情教会」に変更し、今回9月19日朴東信主教（釜

山教区・韓日協働委員会委員長）と李
イ

京
ギョンホ

浩主教

（大韓聖公会議長主教・ソウル教区）の司式に

よって新礼拝堂聖別式を迎えることとなった。

武藤謙一主教（日本聖公会首座主教・九州教

区主教）は聖別式の説教の中で「2014年10月に

ここ済州島で開催された日韓宣教協働30周年記

念大会の共同声明の中で、両聖公会は『風の島

を聖霊の島に』という済州教会の宣教ビジョン

を共有し、『生命(いのち)・正義・平和』を求め

る共同の信仰的実践を模索する。」を新たな10

年間の宣教協働の課題の一つとして掲げたと強

調した。そして「この実践がこのような形で一つ

の実りをもたらしたのですが、今日の日を迎える

ことができたのは、大韓聖公会の皆様の信仰の

実践によるものです。この課題に関して日本聖公

会として十分な取り組みができなかったことを申

し訳なく思います。そして大韓聖公会の皆様の

長年にわたる粘り強い熱心な祈りと奉献、その

真摯な信仰の実践に敬意を表し、皆さんのゆえ

に主のみ名を賛美いたします。……神様のご栄光

のために聖別される済州友情教会が、主イエス

の友と呼ばれる共同体として、多くの方々の友と

なり、命、正義、平和、一人ひとりの尊厳を大切

にする共同体として、『命、正義、平和』の使命

を果たすことができますように、神様の祝福をお

祈りいたします。そして大韓聖公会と日本聖公会

とが、これからも互いに『友』と呼ぶ関係をより

豊かなものにしていくことができますよう聖霊の

導きをお祈りいたしましょう。」と語った。

聖別式の後、食事会、記念音楽会が行なわれ

神によって与えられた喜びを済州友情教会、釜

山教区、大韓聖公会、日本聖公会の参加者がと

もに分かち合った。

続いて2023年第2回日韓協働合同会議が済

州友情教会内で行なわれた。まず両聖公会か

らの報告および「日韓聖公会宣教協働40周年

日韓協働合同会議を開催　

済州友情教会聖別式の様子
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記念大会」「社会宣教ツアーの再開」「日韓青年

セミナー」「女性の交流（ジェンダーに関する課

題）」「セーフ	 チャーチ」「関東大震災100周年	

朝鮮・中国人虐殺について教会としてのアクショ

ン」について協議を行なった。特に日韓聖公会

宣教協働40周年記念大会については、2024年

10月21日（月）～24日（木）韓国済州島で日本

聖公会50名、大韓聖公会30名の規模で行なう

こと、そしてテーマとして「共に生きる世界－神・

人間・自然との和解」、主題聖句として「神と和

解させていただきなさい（Ⅱコリント	 5:17-21）」

について合意した。プログラムは済州4.3関連の

フィールドワーク、友情教会訪問、パネルディス

カッション、交流、聖書研究を予定している。

その翌日20日（水）は済州友情教会の牧師、

両国の総主事・宣教主事が日韓聖公会宣教協働

40周年記念大会のための現地下見を行なった。

済州島のいくつかのホテルと研修施設を回って

みたが、2014年10月日韓宣教協働30周年記念

大会の場所であった「聖イシドールリトリートの

家」を有力な候補として検討していくこととなっ

た。一般研修施設とは異なり、祈りを献げる聖

堂が施設の中に複数あり、交わりと学びを深め

るためには最適な場所であることを確認したか

らである。施設の確認後、アルトゥル飛行場の

戦跡などを見学した。アルトゥル飛行場は中日

戦争が勃発した際、日本が中国を爆撃するため

に作られた飛行場で、済州島からの南京空襲は

36回、年間600機の離着陸、投下爆弾は300ト

ンに達し、南京の多くの市民が殺傷されたとされ

ている。ここには日中戦争と太平洋戦争の痕跡

をとどめる軍事遺跡がそっくりそのまま残ってい

る。そして済州島民が苦痛を強いられた場所で

もある。

日韓聖公会宣教協働の40年の歴史を振り返

ると、最初の10年は「相互の歴史と現実を学び、

交流の基礎作りの時」、その後の10年は日韓両

聖公会が「顔と顔とを合わせて交流を深める時」

であり、その後の10年間は「共に同じ方向に顔

を向けて歩む時」である。この10年はどのような

10年だっただろうか。日韓聖公会宣教協働40周

年を迎えて2024年日韓両国の聖公会は共に集

まる。神・人間・自然との和解を通して「共に生

きる世界」を目指したい。

左から朴東信主教（釜山教区・韓日協働委員会委員長）、李京浩主教（大韓聖公会議長主教・ソウル教区）、

武藤謙一主教（日本聖公会首座主教・九州教区）

済州友情教会聖別式後の集合写真
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「在日韓国出身教役者の集い」は、日本聖公

会管区、各教区の配慮をいただき、ほぼ毎年行

なわれている。日本全国にある教区の巡回、韓

国出身教役者が勤める教区と教会、宣教地とし

ての意味などを考慮して、集いの場所は役員を

中心に決めることになる。2023年は10月9日〜12

日、東北教区の李賛照（イ·チャンヒ）司祭がい

る弘前昇天教会を中心に集まることになった。	

青森空港で降りて弘前行きのバスに乗り、バ

スの中から見える風景、鈴なりのリンゴは自然の

美しさと豊かさを感じさせてくれた。一方、車か

ら降りて弘前市内を歩きながら、シャッターが下

りた多くの店を目にするようになった。それを見

て地域住民の悩みと労苦が感じられたりもした。		

弘前昇天教会の内外観、地域紹介の冊子内

容から、また学生の訪問などを見て、キリスト

教、教会という異質な要素が地域の重要な象徴

になっているようだった。先輩聖職者、信者が一

つになって宣教し、現在も熱心に宣教しているこ

とが推察できた。韓国出身教役者と共に捧げた

礼拝と祈りでも、皆の宣教の労苦や実りの上に

私たちがいるということをもう一度記憶するよう

になった。				

3泊4日の間、皆と本当に多くの話を交わした。	

談笑と冗談、個人と家族の近況、教会と教区の

状況、主題を持った討論、協議などを熱く語り

合った。母国語で会話するということだけでも楽

しくて、ありがたい時間だった。	

一方、私個人的には、語り合う中で自分自身を

客観化して見ることができた。

韓国人として日本という環境の中で牧会と宣

教をする先輩、後輩教役者の話を聞きながら自

分自身を見ることができた。対話の中で私の未

来、現在、過去の姿が見えたりもした。私が誤解

したこと、思いもよらなかったこと、大切にしな

ければならないこと、捨てるべきこと、しなけれ

ばならないことなどが見え、まるで反省と悔い改

め、人生の姿勢や方向性が整理される気分だっ

在日韓国出身教役者の集い　（2023/10/9 ～ 10/12：弘前）

自 己 客 観 化 の 時 間

　　　　　　　　　　　　　　　  司祭　ミカエル　李
イ
　相

サンイン
寅　（九州教区）
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た。		

また、韓国から来たイ·デソン司祭（ソウル教

区教務局長）、チェ·ジュンギ司祭（大韓聖公会

教務院長）の出会いと話も有意義だった。

大韓聖公会が50年以上の主要な方向性、

テーマとして献身してきた宣教、弱者を支える人

権、民主化について、再点検することになったと

いうことだ。	

その理由は果たしてこのような方向性、テーマ

を未来世代がどのように受け入れているのかとい

う根本的な問いから始まったということだ。すな

わち未来世代を念頭に置いた、未来世代を中心

とした管区や教区の自己客観化とも言える。	

それを取り組んで得られた新しい方向性、

テーマが「環境と命、神の創造秩序回復」だと

話した。	人権と民主化は新しい方向性、テーマ

のもとで、一つの価値として再解釈されることを

期待するということだ。

未来世代とのコミュニケーション、未来世代

への宣教のために、長い間大切に守ってきた価

値、業績を振り返り、修正していく大韓聖公会の

姿からキリスト教の宣教が何かをもう一度学ぶこ

とになり、宣教への私の理解を振り返る機会とも

なった。						

現在、日本聖公会に属して働いている韓国出

身教役者は約20人である。それぞれ異なる環

境でそれぞれ異なる牧会方式と宣教の方向性を

持って働いている。同時に、日本という社会は韓

国出身教役者にとって共通した宣教の大きな対

象でもある。	

毎年行なわれるこの集いを通じて、神様から

授かったこのような宣教の使命をより大切に感じ

ることができる。				

もう一度、この「在日韓国出身教役者の集い」

を配慮し奨励してくれる日本聖公会管区、各教

区、聖職者、信徒たちに感謝する。

神よ、わたしの内に清い心を創造し／新しく確かな霊を授けてください。＜詩篇 51編 12節＞
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「ブラジル聖公会を訪れて」
　　　　　　　　－ブラジル聖公会でのシンポジウム－

大阪教区 司祭 バルナバ小林 聡

〇日本人宣教100年

1923年にブラジルにおける日本人宣教が開始

され今年で100年目。長野県出身の伊藤八十二

大執事のお働きもあり、日本人会衆を中心とした

教会が設立されました。このことを記念した今年

3月の式典には、武藤謙一首座主教ご夫妻が出

席され、9月には、多民族宣教についてシンポジ

ウムが開催されました。

伊藤大執事は、日本から移住して来られた

方々の家を訪れ、神様がいつも共におられるこ

とを証し、共に働き心と魂の養いに尽力されまし

た。教会は人と人とをつなぐ交わり、生きる支え

となってきました。その意味で言葉はとても大切

です。かつては日本語で毎週礼拝が行なわれて

いた教会もありましたが、サンパウロ聖ヨハネ教

会では現在月1回日本語礼拝が行なわれていま

す。2020年、サンパウロ教区日系人宣教担当の玉

置幸子執事から特に日系人1世のために日本語

での説教を希望される申し出があり、大阪教区

の教役者を中心に毎週文書で、月1回は動画で

説教をブラジルにお送りさせて頂いております。

〇シンポジウム（9月7日―10 日）

発題は：●日本人宣教：川野カルメン司祭（サン

パウロ教区）●日系3世として：田辺アイリーン司祭

（米国聖公会から沖縄教区へ出向）●日本聖公会

の物語から：小林聡司祭（大阪教区）●カナダの

日系人教会：任
イム

大
テ ビ ン

彬司祭（カナダ合同教会へ出

向）●脱植民地教会をめざして：グスタヴォ・オリ

ベイラ司祭（ブラジル聖公会レシフェ教区）●各

地域からの難民、移住者支援と共生の報告、で

した。

川野司祭は日系3世で、日系人宣教担当をし

ておられ、今回は伊藤八十二大執事の働きにつ

いてお話しされました。田辺司祭からは、アメリ

カ人でありながら外国人と見られてきたことの葛

藤、そして多様な在り方が多様な視点を生むとい

うことの福音をお聞きしました。任司祭からは、

カナダでの日系人教会の歴史、マイノリティーの

遭遇する様 な々困難について伝えて頂きました。

セミナーの主題講演は「脱植民地教会をめざ

して」。これはブラジルが過去から現在に至るま

で延 と々植民地化されてきたというブラジル聖公

会の認識があるからです。

この植民地化の意味については、人を奴隷化

させたり、人間性を奪ったり、ある支配的な力に

よって人間社会がコントロールされるようなこと

だと説明がありました。ブラジルで過ごした約2

週間、目に見える貧困と格差を目にしました。大

都市にはホームレスを余儀なくさせられている人

があふれ、大資本によってブラジル社会がシス

テムの中に組み込まれているような印象を受けま

した。オリベイラ司祭は、教会も植民地主義的

なシステムを継承しては来なかっただろうかと問

いかけながらも、イエスに起きた神の国運動の

中に脱植民地化の福音があることを語ってくだ

さいました。各地域の教会活動からは、ハイチ

地震の避難者、他の国や地域からの移住者や、
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難民となっておられる方々への支援の報告が多

数ありました。滞在中、ブラジルには多数のマイ

ノリティーコミュニティーが存在すること、日系人

宣教が多民族多文化社会の中で行なわれてきた

ことを教えられました。

〇私の発題、聖ルカ教会

私の発題は、マイノリティーの感性を通して神

の愛が働くということでした。100年前、朝鮮半

島から日本に留学に来ていた張
チャン

準
ジュンサン

相青年が、

1923年関東大震災の時、朝鮮人虐殺を逃れて

奈良基督教会を訪れた時、吉村牧師に命を助け

られ、その後牧師として大阪教区で働き、朝鮮

人伝道をされたことを紹介しました。その歴史の

中から生み出されてきた聖ガブリエル教会、聖

公会生野センター、博愛社こひつじ乳児園の大

阪・生野地域での働きに触れ、	3つの物語を紹

介しました。1つ目は日本聖公会2014年総会決議

「反ヘイト宣言」。2つ目は日本聖公会に連なる青

年たちが難民支援「NPO法人メタノイア」を始め

たこと。そして3つ目は私がチャプレンとして関わ

る児童養護施設博愛社の児童のエピソードで、

ある韓国人司祭との出会いから、自身の在日韓

国人アイデンティティーをポジティブに受け止め

るに至ったお話をさせて頂きました。本名を名乗

ることに抵抗を覚えさせられたり、ヘイトスピー

チ、ヘイトクライムがまかり通る今の日本におい

て、そのことの責任と課題はマジョリティーの側

にあることをあらためて心に留め、発題しました。

9月17日（日）パラナ教区ロンドリーナの聖ル

カ教会で日本人宣教100年記念礼拝が、パラナ

教区マギダ主教司式、セルマ司祭補式で行なわ

れました。私たちは説教を日本からブラジルに

お送りしていますが、この日はブラジルから日本

に向けて送る思いで説教させて頂き、その両方

の祈りがこの地球を包み込みますように祈りまし

た。式後マナカという木を植え昼食会を催して

頂き、本当に感謝のひとときでした。

〇ブラジル聖公会から受けた恵み

サンパウロ教区聖十字教会で行なわれた神学

講座「聖公会のアイデンティティー」に参加しま

した。講師のエディアス司祭は、ブラジル人の

多様さについても触れられ、更にブラジルにお

ける聖公会はマイノリティーであり、それはさな

がらブラジルにおける少数民族、マイノリティー

の存在と重なるとお話されました。カトリック教

会や、エバンジェリカル教会を見る時、ブラジル

聖公会はより包括的で多様な在り方を大切にし

てきたという意味で、ブラジル聖公会はマイノリ

ティーの声そのものを生きる教会であるという印

象を受けました。

ブラジル聖公会が大切にしていることの一つ

に、ジェンダー、セクシュアル・マイノリティーに

対する意識があります。神の被造物としての人間

とその多様な在り方について、過去20年間真摯

な話し合いの時が教会や教区、管区総会で持た

れ、誰にとっても安心と安全と愛を感じられる教

会を祈り求めてきたのです。

シンポジウムの中で、二組のカップルが、自身

はセクシュアル・マイノリティーであることを告白

されました。このシンポジウムの交わりが、安全

で安心できるセーフチャーチ、セーフスペースで

あることを全員が心に留めることが出来ました。

ブラジル聖公会は、マイノリティー教会です。

そのマイノリティー教会が持つ感性を通して、神

が働かれていることを感じ、私は日本へと押し出

されてきました。サンパウロ教区セーザル主教は

じめ多くの方に感謝します。主イエスが共におら

れることを信じ、共にこれからも歩みたいと思い

ます。
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☆ 西インド諸島聖公会の首座主教、奴隷制度賠償金の受け入れを表明
☆ 聖地における新たな軍事衝突に対応するアングリカン・コミュニオン
☆ 国連におけるアングリカン・コミュニオン

      管区事務所渉外主査     

   　　   　　司祭 ポール・トルハースト

世界の聖公会の動向

〇 西インド諸島聖公会の首座主教、奴隷制度

賠償金の受け入れを表明

インド諸島聖公会のホワード・グレゴリー

首座主教は、聖公会の宣教機関である

USPG	 (※ United	 Society	 Partners	 in	 the	

Gospel；英国海外福音伝道会)の声明を賞賛し

た。それはかつての奴隷制に対する10～15年

をかけた賠償プロジェクトの一環として、バルバ

ドスのコドリントン・トラストに700万ポンドの拠

出を行うというものである。グレゴリー師は「この

賠償プロジェクトを通じてUSPGとコドリントン・ト

ラストとの歴史に真摯に向き合い、過去の痛みを

ケアするための再生と和解のプロセスが生まれ

ることを望みます」と述べている。

SPGは 9月8日のバルバドスでの記者会見

において、「再生と和解－コドリントン賠償

プロジェクト」と題する長期的なプロジェクトに

取り組むことで過去の過ちに向き合っていくこと

を発表した。これはコドリントン・トラストおよび

バルバトスの西インド諸島聖公会とのパートナー

シップに基づくものである。奴隷にされた人 の々

子孫たちの協力のもと、①コミュニティ開発、②歴

史研究と教育、③埋葬地での追悼、④家庭調査

の4分野で活動を行なう。

USPG総主事であるダンカン・ドモア師は声明

の中で次のように述べている。「USPGは過去の奴

隷制度とのつながりを深く恥じています。単に心

の中や言葉で懺悔するだけでは決して足りない

とは分かっていますが、今こそ協力を得て行動

に起こさなければなりません。かつてコドリント

ンのプランテーション（大農園）で生まれた世代

を超えたトラウマは、今も子孫の皆さんに深刻

な影響を与えているのです」

USPGは長きに渡り、奴隷貿易との悪しきつな

がりを認識していた。USPGの旧組織は1710年、

クリストファー・コドリントン卿からバルバドスの

2つのプランテーションを遺贈され、1838年まで

の間、奴隷労働者たちによる恩恵を受けていた

のである。バルバトスにおいて発表された新プロ

ジェクトは、その恥ずべき歴史を真っ向から批判

するUSPGの継続的な取り組みの一環となる。

〇 聖地における新たな軍事衝突に対応するア

ングリカン・コミュニオン

ングリカン・コミュニオン・オフィス総主事

のアンソニー・ポッゴ主教は、ガザ地区周

辺に攻撃が行われていることについて、以下の声

明を発表した。

「イスラエルとガザの今の状況について、私は

現地の皆さまのために涙し、平和を祈っていま

す。特に住民、観光客、巡礼者など全ての民間

人の安全と、あらゆる武力行為の停止を願いま

す。そして、エルサレム教区のホサム・ナウム大主

教や他のキリスト教指導者たちのためにも祈りま

しょう。彼らは今も人 に々奉仕し、平和と和解の

ため働き続けているのです。私はホサム大主教

と連絡を取り合っており、エルサレムで開催中で

ある聖公会・正教会国際委員会（※ICAOTD；アン

西

Ｕ
ア
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グリカン・コミュニオンと正教会コミュニオン間に

おける公式国際委員会）のメンバーのため、彼と

そのスタッフが細心の注意を払ってくれているこ

とに心から感謝いたします。」

公会エルサレム教区はガザ地区で「アル・

アハリ・聖公会病院」を運営しているが、

その病院長であるスハイラ・タラジ氏は緊急の

呼びかけを行なった。

「10月7日午前6時30分、ガザの人々は恐怖と

ともに目を覚まし、世にも恐ろしい光景を目の当

たりにしました。最初の20～30分間は何が起

こっているのか全く理解できなかったのですが、

その後公営放送で、パレスチナの武装勢力がイ

スラエルに向けて数千発のロケット弾を発射した

ことを知らされました。衝突の発端は、国境にあ

る町でした。その後、イスラエル軍によってガザ

地区の数ヶ所に報復の空爆を受け、さらにイスラ

エル政府はガザとパレスチナ戦闘員に対する大

規模報復を宣言しました」

「状況は極めて深刻で、ガザ地区の住民の生

活は脅かされています。保健局は緊急事態宣言

を発し、すべての医療従事者に緊急対応を要

請しました。住民の基本的な生活は完全に麻痺

し、あらゆる機関や民間企業が閉鎖され、特に

医療分野において大きな支障が出ています。政

府系の病院は緊急対応を優先せざるを得ず、

元々予定されていた手術や病気の診療は優先順

位を下げざるを得ません。当院は医療を必要と

するすべての人 に々対し、24時間年中無休の医療

サービスを提供し続けようと尽力しています」

「私たちアル・アハリ・聖公会病院は緊急会議

を開き、今の状況と今後の幅広い医療提供のた

めの計画を話し合いました。新たなスタッフを配

置し、病院を24時間対応可能にしていく予定で

す。また当院は、増え続けるニーズに確実に対

応するため、緊急対応に必要な医薬品やその他

のリソースを必要としています。これは、ガザ地

区の弱い立場にある人々の生活にプラスの影響

を与えるアル・アハリ・聖公会病院の活動を直接

支援するためであり、皆様の寛大な寄付をお願

いするものです。どうか私たちとともに、この暴力

の波が治まるよう祈ってください。戦争には勝者

は存在しません。すべてが敗者となるのです」

寄付は、エルサレム教区に直接銀行振込で行

なうことができる。詳細はEメール（info@jdio-

cese.org）による問い合わせにて。

ホサム・ナウム大主教は次のように述べてい

る。「エルサレム教区の私たち聖職者と人々の安

全のため、祈りと支援の表明をありがとうござい

ます。私たちの病院が戦乱で傷ついた人 を々助

けられるよう、どうかこの呼びかけをできる限り

広めてください。状況は極めて深刻です。皆さん

の祈りと支援に、改めて感謝いたします」

〇 国連におけるアングリカン・コミュニオン

ンタベリー大主教ジャスティン・ウェルビー

師はニューヨークの国際連合本部を訪れ

た。訪問の目的は、アングリカン・コミュニオン

が紛争や気候変動、移民などをめぐる問題に対

し、どのように対応していくのか示すことであっ

た。大主教は国連および加盟国と、相互に緊密

な関係を築いている。移民問題や奴隷制度など

の不正義に明確な見解を述べ、国連の抱える課

題には前向きなアイデアを提示した。

国際連合は、各国が協働して世界の主要課

題に取り組むための機関である。アングリカン・

コミュニオンにはいわゆる「特別協議資格」が

あり、国連会議の場で発言や質問を行なう権限

が与えられている。2023年3月からアングリカン・

コミュニオンの国連常任代表を務めるマーサ・

ジャービス氏は次のように述べている。

「私たちは世界的な議論や決定について発言

できる機会をとても重視していますし、様 な々危

機対応においても、国連や世界諸国との関係を

尊重していきます。私はジュネーブとナイロビの

小さなチームで働いていますが、その役割とは

紛争、気候変動、移民対応、健康、科学などの

国際的な主要課題について、聖公会との橋渡し

をすることです」

マーサ氏は総合的に見て、次のような理由で

カ

聖
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国連はアングリカン・コミュニオンへ敬意を払っ

ていると述べている。「私たちは国連で議論され

る問題に世界各地で直接手を差し伸べることが

できる、ごく限られた少ない組織です。これまで

紛争、パンデミック、移民、子どもの人権問題な

どへの対応について、国連とは良好な関係を築

いてきました。私たちがもたらす知見には、高い

レベルでの信頼と価値が示されていることでしょ

う。」

しかしながら、国連はあくまで国家のための

機関であるため、アングリカン・コミュニオンや

他の宗教団体が議論に加わることについては混

乱が生じる可能性があるとも指摘されている。

「けれど裏を返せば私たちの目的や神の愛につ

いて、深く分かち合う絶好のチャンスにもなりま

す。より強い抵抗がある場合、私たちの声が届く

最善のチャンスは、他教派の人々や異なる信仰

を持つ人 と々協働することです。それは、同様の

問題に取り組んでいるときに、彼らと強いつなが

りを持ち、共に奉仕する心を持つことを意味し

ます。」

マーサ氏はジャスティン大主教による国連訪

問の同行を通じ、個人的な強調点をいくつか挙

げた。

「まずひとつは多くの国や国連本部が、様々

な問題に関係性をもつ教会から提示される洞察

にどれほどの価値を置いているかを聞くことでし

た。ジャスティン・ウェルビー大主教とキャロラ

インは、私たちが知っている多くの聖公会の人々

が、イエス様への信仰に触発され、勇気と知恵

をもって大きな苦難の中で耐え忍んでいる声を

増幅させてくれました。」

「もうひとつは、教会による新しい取り組みが

いかに積極的に受け入れられているかを目の当

たりにしたことです。私たちは紛争問題など平

和構築のための議論に、普段とは異なるパート

ナーを迎え入れることで、対応を再考してきまし

た。そして、会議の内容だけでなく、小さなこと

がインパクトを与え、私たちの証しとなっている

ことにも気づかされます。人々はジャスティン大

主教の会話に見られる人間性や、会議の端 に々

いる人 に々まであいさつをする時間を大切にして

いることに気づかされるのです。」
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日本聖公会管区事務所ホームページ http://www.nskk.org/province/  

☆「管区事務所だより」についての要望・寄稿などをメール、また郵便でお寄せください。

 comm-sec.po@nskk.org　広報主事（鈴木 一）宛て
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